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	応用
	抗原情報
	背景
	EIF4E3は、mRNAの5'キャップ構造と相互作用し、mRNAをリボソームへリクルートする翻訳開始因子のEIF4Eファミリーに属します（Joshi et al., 2004 [PubMed 15153109]）。[OMIM提供、2008年3月],機能：タンパク質合成開始の初期段階で、7-メチルグアノシンを含むmRNAキャップを認識して結合します。EIF4E1活性の阻害剤として作用する可能性があります。,類似性：真核生物の開始因子4Eファミリーに属します。,サブユニット：eIF4Fは、外部および内部の環境条件によって構成が変化する、複数のサブユニットからなる複合体です。少なくともeIF4A、eIF4E、およびeIF4Gで構成されています（類似性による）。 EIF4E3 は EIF4G1 と相互作用しますが、EIF4EBP1、EIF4EBP2、EIF4EBP3 とは相互作用しません。
	研究分野
	-
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	EIF4E3抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	EIF4E3 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したeIF4E3ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

